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昨
年
４
月
１
日
付
で
三
菱
食
品
の
新

社
長
に
就
任
し
た
京
谷 

裕
氏
。
同
社

は
直
後
に
新
た
な
「
中
期
経
営
計
画
２

０
２
３
～
食
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
た
持

続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
～
」

を
策
定
し
て
い
る
。

　

京
谷
社
長
に
21
年
の
振
り
返
り
と
22

年
の
方
針
な
ど
を
伺
っ
た
。

　

︱
︱
昨
年
を
振
り
返
っ
て

　

当
初
春
先
に
は
収
束
に
向
か
う
だ
ろ

う
と
考
え
て
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
が
継
続
し
、
緊
急
事

態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の

度
重
な
る
発
出
に
よ
る
外
出
自
粛
・
飲

食
店
の
時
短
営
業
や
、「
巣
ご
も
り
消

費
」
が
一
巡
化
す
る
な
ど
、
前
年
に
続

き
、
年
間
を
通
し
て
再
び
コ
ロ
ナ
禍
に

振
り
回
さ
れ
る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

︱
︱
「
中
期
経
営
計
画 

２
０
２
３
」

始
動

　

逆
風
の
中
、
本
年
度
か
ら
「
中
期

経
営
計
画 

２
０
２
３
」
を
ス
タ
ー
ト
。

未
来
に
向
け
て
の
揺
る
ぎ
な
い
羅
針
盤

と
し
て
、
三
菱
食
品
の
パ
ー
パ
ス
（
存

在
意
義
）
を
改
め
て
「
食
の
ビ
ジ
ネ
ス

を
通
じ
て
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現

に
貢
献
す
る
」
と

定
め
ま
し
た
。
あ

く
ま
で
も
起
点
は

食
の
ビ
ジ
ネ
ス
で

す
が
、
食
品
業
界

は
あ
ら
ゆ
る
産
業

と
関
連
性
が
あ
り
、

社
会
生
活
そ
の
も

の
が
持
続
可
能
で

な
け
れ
ば
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
、

目
指
す
在
り
姿
＝
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て

「
次
世
代
食
品
流
通
業
へ
の
進
化
」
を

掲
げ
、
そ
の
実
現
の
過
程
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
基
づ
き
策
定
し
た
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
重
点
課
題
」
の
解
決
も
同
時
に
実

現
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
実
現
に
向
け
、
大
き
く
分
け
て

二
つ
の
領
域
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

そ
の
一
つ
め
が
、即
効
性
の
高
い「
機

能
向
上
へ
の
取
り
組
み
」、
二
つ
め
が
、

中
長
期
的
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

「
地
域
で
の
取
り
組
み
」
で
す
。

　

︱
︱
機
能
向
上
へ
の
取
り
組
み

　

即
効
性
の
高
い
「
機
能
向
上
へ
の
取

り
組
み
」
は
、

食
品
流
通
業
と

し
て
、
提
供
す

る
既
存
の
機
能
を
徹
底
的
に
磨
き
込
み

取
引
先
に
対
し
て
、
よ
り
付
加
価
値
の

高
い
機
能
の
持
続
的
提
供
を
図
り
ま

す
。

　

昨
年
は
「
安
定
供
給
体
制
強
化
」「
商

品
開
発
」「
デ
ジ
タ
ル
関
連
施
策
」
を

優
先
加
速
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
日
本
の
食
を
支
え
る
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
「
安
定
供
給
体
制
強
化
」
は
、

商
品
を
届
け
る
最
前
線
の
物
流
セ
ン

タ
ー
で
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
の
一
環
と
し
て

「
コ
ロ
ナ
対
応
」
を
徹
底
強
化
。

　

ま
た
、
顧
客
各
社
の
状
況
に
応
じ
配

送
回
数
の
見
直
し
な
ど
を
進
め
、
積
載

効
率
の
向
上
を
図
る
な
ど
、
得
意
先
と

一
丸
と
な
り
物
流
効
率
化
も
推
進
し
ま

し
た
。

　

営
業
面
で
は
、
対
面
商
談
が
で
き
な

い
な
ど
営
業
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
、

リ
モ
ー
ト
イ
ン
フ
ラ
を
駆
使
し
、
感
染

状
況
に
応
じ
た
食
需
要
の
変
化
に
柔
軟

に
対
応
す
べ
く
「
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

コ
ロ
ナ
」 

に
適
し
た
提
案
を
効
率
的
に
行
う
体
制

を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

　

︱
︱
オ
リ
ジ
ナ
ル
「
商
品
開
発
」

　
「
商
品
開
発
」
で
は
、
健
康
や
環
境

に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
、
度
重
な
る

行
動
制
限
に
よ
る
外
出
自
粛
な
ど
、
生

活
者
の
意
識
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
が
加
速
す
る
中
、
そ
の
潮
流
を
タ
イ

ム
リ
ー
に
捉
え
、
生
活
者
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
商
品
開
発
を
迅
速
に
進
め
て
参

り
ま
し
た
。

　

従
来
か
ら
展
開
し
て
い
る
「
か
ら
だ

シ
フ
ト
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
巣
篭
り
生
活

が
長
引
く
中
で
運
動
不
足
に
よ
る
ダ
イ

エ
ッ
ト
意
識
の
高
ま
り
な
ど
を
追
い
風

に
、
新
商
品
を
積
極
投
入
し
好
調
な
販

売
を
継
続
。
今
後
は
環
境
配
慮
型
包
材

へ
の
切
り
替
え
も
順
次
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
を

捉
え
た
商
品
開
発
も
推
進
。
例
え
ば
、

ワ
イ
ン
の
飲
用
シ
ー
ン
が
多
様
化
、
瓶

に
比
べ
て
「
開
け
や
す
い
」「
捨
て
や

す
い
」「
割
れ
に
く
い
」
缶
入
り
ワ
イ

ン
の
需
要
が
伸
び
て
い
ま
す
。
昨
年
９

月
に
飲
み
切
り
サ
イ
ズ
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
缶
ワ
イ
ン
」を
発
売
し
、

販
売
も
好
調
で
す
。

　

今
後
は
、
輸
入
商
品
も
含
め
よ
り
社

会
の
「
持
続
可
能
性
」
を
意
識
し
た
商

品
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

︱
︱
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成

　
「
デ
ジ
タ
ル
関
連
施
策
」
で
は
、「
デ

ジ
タ
ル
人
財
育
成
」
の
取
り
組
み
を
一

層
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
進
め
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
す
れ
ば
解
決
可

能
と
考
え
ら
れ
る
各
部
署
の
様
々
な
課

題
を
抽
出
し
、
28
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

64
の
分
科
会
を
昨
年
上
半
期
に
組
成

し
、
今
も
現
在
進
行
形
で
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
業

務
に
直
結
す
る
「
オ
ン
・
ザ
・
ジ
ョ
ブ
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
と
、
リ
モ
ー
ト
研
修

を
中
心
と
す
る

「
オ
フ
・
ザ
・

ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
」
の
両
輪
で
「
デ
ジ
タ
ル
人
財

の
育
成
」
を
加
速
し
て
い
ま
す
。

　

中
経
期
間
中
に
全
社
員
の
２
割
以
上

を
「
デ
ジ
タ
ル
人
財
」
と
し
て
育
成
す

る
計
画
で
す
が
、
順
調
に
ス
タ
ー
ト
し

て
お
り
、
今
年
度
終
了
時
に
は
社
員
の

１
割
程
度
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
者
以

上
の
「
デ
ジ
タ
ル
人
財
」
に
育
つ
予
定

で
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
様
々
な
取
り
組
み

か
ら
、
昨
年
９
月
に
は
経
済
産
業
省
か

ら
食
品
卸
で
は
初
の
「
Ｄ
Ｘ 

認
定
事

業
者
」
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

︱
︱
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
い
ま
っ
て
、

生
活
者
の
意
識
の
高
ま
り
と
し
て
、「
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
に
対
す
る
意
識
も

か
つ
て
な
い
ほ
ど
高
ま
っ
て
い
る
状
況

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
当
社
も
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営
を
強
化
し
て

い
く
方
針
で
あ
り
、
私
自
身
が
チ
ー

フ
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
オ
フ
ィ

サ
ー
（
Ｃ
Ｓ
Ｏ
）
に
就
任
し
、
昨
年
新

設
し
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
委
員
会
を

通
じ
、
重
点
課
題
の
見
直
し
や
Ｔ
Ｃ
Ｆ

Ｄ
対
応
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
３
０
年
ま
で
の
目
標
に
つ
い
て

も
、
例
え
ば
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
の

取
り
組
み
で
は
、
一
部
セ
ン
タ
ー
で
、

ド
ラ
イ
ア
イ
ス
か
ら
繰
り
返
し
利
用
が

可
能
な
蓄
冷
剤
へ
冷
媒
の
切
り
替
え
な

ど
も
推
進
し
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
と
コ
ス

ト
、
双
方
の
削
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

温
暖
化
ガ
ス
排
出
削
減
の
た
め
に
食
品

流
通
が
貢
献
で
き
る
こ
と
の
大
き
さ
、

そ
の
役
割
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識

し
、
脱
炭
素
化
に
向
け
た
動
き
に
積
極

的
に
貢
献
し
て
参
り
ま
す
。

　

︱
︱
こ
れ
か
ら
の
課
題

　

こ
の
先
の
国
内
市
場
に
目
を
向
け
ま

す
と
、
加
速
す
る
人
口
減
少
、
少
子
高

齢
化
、
都
市
部
の
人
口
集
中
と
地
方
の

過
疎
化
な
ど
、
課
題
山
積
で
待
っ
た
な

し
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

加
え
て
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
や
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
導
入
な
ど
、
今
後
も
様
々

な
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
事
業
環
境

が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
業
界
全
体
で
の

生
産
性
向
上
が
見
込
ま
れ
る
協
調
領
域

で
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
全
て

と
連
携
を
図
り
、
効
率
化
に
つ
な
げ
て

い
く
全
体
最
適
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
松
丸
浩
一
）

卸売業新春トップインタビュー卸売業新春トップインタビュー
三菱食品

京谷 裕社長

新
中
経「
持
　
続

可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
」


